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1 問題背景
World Wide Web（以下Web）上に存在する記事（以

下Web記事）には，一つの記事に様々な話題が詰まっ
ており，人々が興味を持つ内容が多々含まれている。し
かし，Web記事まとめサイト（Web記事へのタイトル
リンク集）などにあるWeb記事へのタイトルリンクは，
一つの記事に対して一つしかない。よって，Web記事
内の話題にユーザの興味の対象が含まれていたとして
も，一つのタイトルからそれを連想するのが難しい為，
見逃してしまう。
例えば，米国時間 2015年 9月 9日にサンフランシス

コで開かれたApple社の新商品発表会についてのWeb
記事1 には，iPad でお絵かきができる Apple Pencil
などの発表された新商品についての内容や，発表会に
Perfumeが出演して話題になったという会場の様子に
関する内容など，色々な話題が書かれている。この記
事は，Perfume，お絵かきツールなどに興味を持ってい
るユーザにとって，見る価値があると考えられる。しか
し，記事へのタイトルリンクが Apple Pencilについて
のみ言及していたため，Perfumeに興味を持つユーザ
は自分が興味を持っている内容に気づかず見逃してし
まう状況が起こりえる。このような状況を解消したい。

2 研究概要
1節で説明した問題に対する改善手法の一例として，

ユーザに，Web記事中の話題の中に自身の興味の対象
があることを知らせることを提案する。すると，その
興味の対象を探し，見つけることができる。よって，自
身が興味を持っている内容の記事を見逃すことを防ぎ，
問題を解消する事になる。さらに，自身の興味の対象
を探す際に，記事全体に目を通す事で，結果的にユーザ
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が想定していた対象以外の話題に関して興味を持って
もらう，あるいは知ってもらう事も狙うことができる。
この改善手法を実現するため，本研究ではWeb 記

事中の文書内で話題となっているキーワードを一つ選
出し，そのキーワードに関する文書内の一部分を表す
タイトルを生成する手法を模索している。将来的には，
本研究の手法によって一つのWeb記事から複数のタイ
トルリンクを生成し，その中からユーザの興味に適し
た物をユーザ毎に選んで提供するシステムを目指して
いる。

2.1 具体的な研究手法
本研究が過去に行った具体的手法について以下に述

べる [1]。まず、Web ページから広告やリンクなどを
抜いたWeb 記事の文章群のみを抽出した。その文章
群から，話題となっている特定のキーワードを一つ選
び，そのキーワードをユーザが興味を持つ対象（以下
興味キーワード，今回の場合は “Apple TV”と “Apple
Pencil”）と仮定した。そして，興味キーワードを含む
文を全て抽出した。抽出された文一つ一つに対し，そ
の内容が明確かつ簡潔になるように筆者がタイトルを
生成した。

2.2 文と生成されたタイトルを比較し，文か
らタイトルを生成する法則を思索

節 2.1で述べた具体的手法 [1]を踏まえ以下のように
タイトルを生成する法則を思索した。新たにiOSベースのtvOSが用意され、Apple TV向けにさまざまなアプリが開発・配布できるようになった“～～され、” などの動作の経緯を表す表現は消去する興味キーワード ”Apple TV” が、述語 “開発・配布できる” を修飾していた場合、興味キーワードに付いている付属語 “向けに” を消して述語の後ろに持ってくる

図 1: タイトル生成法則の検討例

図 1 で示したように，2.1 節で抽出した文章とその
抽出文一つ一つから人手で生成したタイトルを比較し，
タイトルを生成するための法則を検討した。検討結果
を踏まえ、全文に共通して使用できる生成法則全 19項
目に整理した。
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法則番号 発動条件
処理

14 キーワードが主語，または，キーワードに
格助詞（“～では”）が付いている時
キーワードを述語の後ろに移動させる

表 1: タイトル生成法則 14

表 1は全 19項目の中で，今回の実験で生成されたタ
イトルに最も多く使われた生成法則である（以下生成
法則 14）。よって，この生成法則 14からプログラムで
実装を試みた。

2.3 生成法則 14の実装方法そしてApple Pencilは、iPad Pro専用の入力ペンであるチャンク 係り受け先興味キーワードを含むチャンクの係り受け先の一番最後にある動詞の後ろに興味キーワードを持ってくる
図 2: タイトル生成法則 14の成功例

図 2のように，抽出文を係り受け解析器 cabochaで
解析し，興味キーワードの掛かり先を特定，そして掛
かり先の一番最後の述語（自立語）を判定し，その後
ろに興味キーワードを持ってくる処理を行った所，生
成法則 14の “キーワードを述語の後ろに移動させる”
機能を実装することができた。

3 実験結果及び考察
2.3節で作成したプログラムに抽出文（全 30文、そ

の内、名詞の羅列だったのでタイトル生成ができなかっ
た文が 3文）を掛け，生成法則 14を再現してみた。実
行結果（全 27文）の内、意図していた通りの動作（図
2のような動作）を行っているのが 10文、意図しない
動作をしてしまう文が 17文あることが分かった。

3.1 意図しない動作に関する考察
3節で述べた “意図しない動作を行う 17文” に対し

て考察を行った所、大まかに２つのタイプに分類され
ることが分かった。以下にそのタイプを例と共に示す。新しい Apple TVでは、iPhoneやiPadに近い操作感覚を実現している興味キーワードの直前の単語が形容詞の場合、形容詞も含めて移動させる

図 3: 興味キーワードの直前の単語への処置

図 3で示すように，興味キーワードの前に形容詞や
動詞（今回の場合は “新しい”）がついているタイプの
文では，意図している動作として，興味キーワードと
一緒に移動して欲しい。だが，2.3節のプログラムでは
興味キーワードしか動かす対象にしていない。よって，
プログラムを書き換え，興味キーワードの前の単語も
解析し，興味キーワードと同じように動かすべきかを
判定するようにしなければならない。Apple Pencilなど 新たな UIにも 対応した ことで、・・・明確化した興味キーワードか、興味キーワードの意味的同義語が目的語の時、処理を行わない

図 4: 興味キーワードが目的語だった場合

図 4で示すように，興味キーワードが目的語，また
は目的語の代名詞（今回の場合は “新たな UI”）と同
じ意味を示したタイプの文では，意図していた動作と
して処理をしないのが正解だが，2.3節のプログラムで
は，文中での興味キーワードの働きを考慮していない
ため，全ての文に対して同じ動作を行ってしまう。よっ
て，プログラムを書き換え，文中での興味キーワード
の働きを解析し，それによって，動作を行うかどうか
を判定する必要があると考えられる。

4 今後の予定
3節で述べたような意図しない動作を修正し，現在試

している全 30文の抽出文に対する生成法則 14のプロ
グラムを完成させる。その後，残りの 18項目の生成法
則に対しても，同じように生成プログラムを作り，全
30文に対して，19項目の生成プログラムを作成する。
その後，サンプル数を増やして実験を行い，項目の修
正，あるいは新しい項目の追加などを検討していきた
いと考えている。
また，2節で記されている “抽出文の内容が明確かつ

簡潔になるようなタイトル” の評価は，著者の主観に
頼っているので，“内容が明確かつ簡潔になっている”
かどうかを評価する方法を模索したいと考えている。
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